
 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  １．初期支援（はじめのかかわり） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

   12 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①新規利用後２週間で担当職員（介護・看護）が、（挨拶含め）ご家族宛に写真付き報告書（雛形作成）を

作成する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」0 人/12 名：0％ 

・改善計画について、雛形は作成していたが、実践できなかった。4月下旬～11 月まで職員の欠員あり。

作成へ啓発も行なえなかった。受け持ち担当の仕事だという認識や意識も希薄で、全体としても実践でき

ていないことを問題提起も出来なかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の情報やニーズについて、利用開始前

にミーティング等を通じて共有しています

か？ 
1 4 6 1 12 

② 
サービス利用時に、本人や家族・介護者が、

まず必要としている支援ができています

か？ 
 6 6  12 

③ 
本人がまだ慣れていない時期に、訪問や通

いでの声掛けや気遣いができていますか？ 

 
3 8 1  12 

④ 
本人を支えるために、家族・介護者の不安を

受け止め、関係づくりのための配慮をして

いますか？ 
3 6 3  12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・個人ファイルの ADL 欄等を確認し本人の基本情報についての把握、利用開始直後の利用者ご家族への挨

拶、こまめなお声掛け、安心できるような声かけ、他利用者との橋渡し、報連相。・家族に対して送迎の機

会を利用し通所での様子を報告、困りごとの有無などを確認。連絡ノートを活用し、利用中にあったこと

の詳細を記載。・ケアマネを中心に本人、家族が必要としている支援を調整したサービス提供 

＞新規利用者およびご家族に対しての直接的支援は、意識して強化できたため。 

 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・各職種のリーダーなど一部職員の情報共有は行なえていたが、全職員が利用開始前に詳細な情報共有す

るには至らず。 

＞利用開始前にタイムリーに担当を決めることや利用開始前のﾐｰﾃｨﾝｸﾞの調整が行なえなかったため。 

・（改善計画に挙げていた）新規利用者作成する挨拶文を作成。 

＞業務に追われ、ﾐｰﾃｨﾝｸﾞ等の時間調整が行えず。受け持ち担当の仕事だという認識・意識が希薄だった。 

 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜継続＞ 

・新規利用後２週間で担当職員（介護・看護）が、（挨拶含め）ご家族宛に写真付き報告書を作成する。 

 
 

  

事－① 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

２．「～したい」の実現（自己実現の尊重） 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 3 人 5 人 4 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①初回プラン更新の時（モニタリングやカンファレンス）に、各担当が生活歴シートや日々の関わりの中

から、アセスメントしたうえで、その人らしさを引き出す目標、生きがい、楽しみ等の項目を追加する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」3 人/12 名：25.0％ 

・モニタリングでのカンファレンスでは実践した支援が適切であったかを振り返ることができ、プランの

見直しについても積極的に行なえた。日々の関わりについてはケース記録も増えているが、生活歴シート

の有効活用までには至らず。その人らしさを引き出す目標、生きがい、楽しみ等の項目を追加はあまりで

きていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
「本人の目標（ゴール）」がわかっています

か？ 

 
1 7 3 1 12 

② 
本人の当面の目標「～したい」がわかってい

ますか？ 

 
1 7 3 1 12 

③ 
本人の当面の目標「～したい」を目指した

日々のかかわりができていますか？ 

 
 7 4 1 12 

④ 
実践した（かかわった）内容をミーティング

で発言し、振り返り、次の対応に活かせてい

ますか？ 
1 5 3 3 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・各職員が、継続的に（昨年度から実践中の）ケアプラン（個別援助計画書）の一括ファイリングへの随

時（各担当利用者の）情報更新および、他利用者の情報収集を行なうこと・ご利用者の各目標や自己実現

のある程度の共有。自身の担当利用者だけでなく、他者の担当利用者の情報も共有すること（昨年より理

解することができている）。・モニタリングでのカンファレンスでは実践した支援が適切であったかを振り

返ること・プランの見直しについても積極的に行なえた。 

＞日々、改善計画を意識して取り組むことができたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・定期的な多職種（介護・看護・ケアマネ）カンファレンス 

＞介護職員（特に夜勤のある）との日程調整が上手くいかなかったため。 

・日々の関わりについてはケース記録も増えているが、生活歴シートの有効活用までには至らず。その人

らしさを引き出す目標、生きがい、楽しみ等の項目を追加すること 

＞生活を成立させるのに必要な項目が優先となっており、生きがいや楽しみの項目を追加するところまで

行きついていない。職員個々の生活歴シートの活用意識を高める必要あり。 

・実践の振り返り、次の対応に活かせなかった人もあり。＞業務に追われ、日々の PDCA の意識が希薄。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜継続＞ 

①初回プラン更新の時（モニタリングやカンファレンス）に、各担当が生活歴シートや日々の関わりの中

から、アセスメントしたうえで、その人らしさを引き出す目標、生きがい、楽しみ等の項目を追加する。 
 

 

 

 
 

  

事－② 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ３．日常生活の支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 1 人 3 人 8 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞする。ご本人、ご家族、環境等より得た情報を発信（日々

ケースや事務連絡への記録、および生活歴シートに赤字で追加記入）し、職員間にて情報共有する。 

②役割活動班が中心となり、「てごする」隊の活動を充実させる（年間計画や「てご」内容の共有など）。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」1 人/12 名：8.3％ 

①得た情報を日々ケースや事務連絡への記録、発信し、職員間での情報共有は概ね行なえていた。 

ファイルを準備して、全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞすることができなかった。 

②食器拭きや洗濯物干し等の役割は随時できていたが、間計画や内容詳細などの明文化、システムづくり

には至らず。一部の利用者にしか「てごする隊」のｱﾌﾟﾛｰﾁが行えなかった。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人の自宅での生活環境を理解するために

「以前の暮らし方」が 10 個以上把握できて

いますか？ 
  6 6 12 

② 
本人の状況に合わせた食事や入浴、排せつ

等の基礎的な介護ができていますか？ 2 10   12 

③ 
ミーティングにおいて、本人の声にならな

い声をチームで言語化できていますか？ 1 3 5 3 12 

④ 
本人の気持ちや体調の変化に気づいたと

き、その都度共有していますか？ 2 9 1  12 

⑤ 
共有された本人の気持ちや体調の変化に即

時的に支援できていますか？ 1 8 3  12 
 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・日々の観察の中で、利用者の変化を発見し柔軟にケアの変更など提案、ｹｰｽ記録の入力。・体調変化など

の職員間、家族や他事業所との情報共有。訪問などで、利用当初は知らなかった情報を見つけること、本

人の気持ちを推察すること。それを、ケアマネに情報提供し、支援の見直しや追加、情報共有に繋げるこ

と。・随時、本人のできること（ADL だけでなく食器拭きや洗濯物干し等の役割など）の実践（「てごする

隊」の活動含め）。 

＞改善計画の一部「情報の発信及び共有」に関しては意識できていたため 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・以前の暮らし方を 10 個以上把握できない利用者もあり。生活歴シートの聴取はケアマネが殆ど行い、担

当職員が実践できないことも多かった。＞ファイリングなどの環境整備が行なえず、生活歴シートが共有

できなかったため。送迎・訪問に行けていない方もあり、直接家族や本人などから情報収集が行えないこ

ともあり。送迎訪問などの調整が上手くいかなかったため。 

・「てごする隊」の、年間計画や内容詳細などの明文化、システムづくりには至らず。一部の利用者にしか

「てごする隊」のｱﾌﾟﾛｰﾁが行えなかった。＞担当班が中心となり、計画立って活動を行なえなかったため。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜継続＞ 

①全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞする。ご本人、ご家族、環境等より得た情報を発信（日々

ケースや事務連絡への記録、および生活歴シートに赤字で追加記入）し、職員間にて情報共有する。 

②役割活動班が中心となり、「てごする」隊の活動を充実させる（年間計画や「てご」内容の共有など）。 
 

  

事－③ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ４．地域での暮らしの支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

  5 人 7 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞする。ご本人、ご家族、環境等より得た情報を発信（日々

ケースや事務連絡への記録、および生活歴シートに赤字で追加記入）し、職員間にて情報共有する。 

②事業所にて、地域資源や民生委員の役割について研修会を企画し開催する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」0 人/12 名：0％ 

①得た情報を日々ケースや事務連絡への記録、発信し、職員間での情報共有は概ね行なえていた。 

ファイルを準備して、全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞすることができなかった。 

②研修計画を立案していたが、開催に至らず。※12 月開催予定としていたが延期 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
本人のこれまでの生活スタイル・人間関係

等を理解していますか？ 

 

 6 3 3 12 

② 
本人と、家族・介護者や地域との関係が切れ

ないように支援していますか？ 

 

 8 3 1 12 

③ 
事業所が直接接していない時間に、本人が

どのように過ごしているか把握しています

か？ 

 6 5 1 12 

④ 
本人の今の暮らしに必要な民生委員や地域

の資源等を把握していますか？ 

 

 3 4 5 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・把握できていない情報を訪問や家族からの聞き取りなどで情報収集をして把握するように努めること（ｹ

ｱﾏﾈは初回ｱｾｽﾒﾝﾄ時に把握に努めている）。日々ケースや事務連絡への記録の強化。 

・（一部のご利用者とはなるが）地域との関係が切れないような支援や、民生委員との情報共有。 

＞改善計画の一部「情報の発信及び共有」に関しては意識できていたため 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・生活歴シートのﾌｧｲﾘﾝｸﾞ。追加更新・職員間での情報共有。 

・研修計画を立案していたが、開催に至らず。※12 月開催予定としていたが延期 

＞各担当班（PDCA・役割活動・事業所教育）が中心となり、計画立って活動を行なえなかったため。 

・担当利用者以外の利用者に対しての情報収集に差があること 

＞自身の担当の情報と同等レベルに理解することは難しいため。 

・地域資源や民生委員の役割等理解、把握ができていない職員が多いこと。 

＞研修会を予定しているものの、研修に頼るのみでなく個々での個別学習を進められなかったため。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜継続＞ 

①全利用者の生活歴シートのコピーを一括ﾌｧｲﾘﾝｸﾞする。ご本人、ご家族、環境等より得た情報を発信（日々

ケースや事務連絡への記録、および生活歴シートに赤字で追加記入）し、職員間にて情報共有する。 

②事業所にて、地域資源や民生委員の役割について研修会を企画し開催する（上半期に企画・開催）。 
 
 

 

 

  

事－④ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ５．多機能性ある柔軟な支援 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、横田、

島津、（欠席）嶋田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 1 人 4 人 7 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①事業所にて、地域資源（内外部サービス含む）の研修会を企画開催する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」1 人/12 名：8.3％ 

・地域資源を理解するための研修会を立案していたが、開催に至らず。※12 月開催予定としていたが延期 

 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
自分たち事業所だけで支えようとせず、地

域の資源を使って支援していますか？ 

 
2 4 3 3 12 

② 
ニーズに応じて「通い」「訪問」「宿泊」が妥

当適切に提供されていますか？ 

 
4 7  1 12 

③ 
日々のかかわりや記録から本人の「変化」に

気づき、ミーティング等で共有することが

できていますか？ 
1 8 3  12 

④ 
その日・その時の本人の状態・ニーズに合わ

せて柔軟な支援ができていますか？ 

 

2 
 

9 1  12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・利用者に必要と思われるサービスについては、利用前の情報をもとにケアマネを中心に話し合いながら

提案をすること。・（配食弁当や、理美容（プラザに来てもらう）などの地域資源の活用。 

・日々の関わりの中で、かかわりや記録から知り得た変化などの情報共有。 

・ケアマネを中心とした「通い」「訪問」「宿泊」の随時妥当な調整、状態に合わせた柔軟な支援など 

＞上記①～④を意識して実践できたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・地域資源を理解するための研修会を立案していたが、開催に至らず。※12 月開催予定としていたが延期 

＞各担当班（事業所教育）が中心となり、計画立って活動を行なえなかったため。 

・どういったものがあるのか地域資源の把握ができていない職員が多い。 

＞研修会を予定しているものの、研修に頼るのみでなく個々での個別学習を進められなかったため。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜継続＞ 

①事業所にて、地域資源（内外部サービス含む）の研修会を企画開催する（上半期に企画・開催）。 

 
 

 

 
 

  

事－⑤ 



 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ６．連携・協働 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
2 人 7 人 1 人 2 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①運営推進会議に事業所全職員が参加（地域の皆様の意見・話を聞く、職員の自己紹介や各種発表）する。 

②プラザにて地域住民が参加できるイベント（研修会、行事、各種活動など）を企画開催する。 

③地域活動班が中心となり、①②に関して全員が参加・参画できる工夫を行なう（事業所掲示板（相談室）

に掲載、各職員へ随時説明、声掛け）。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」9 人/12 名 75％ 

①運営推進会議には、毎回月替わりで 2名づつ参加。残りの会議にて全職員参加できるよう調整見込み。

ただし、始めの挨拶のみ。②居宅連絡会、民児協の会、５周年記念餅つき開催。③勤務などの調整不足、

地域活動班の啓発不足にて、一部職員が推進会議や各種イベントへ参加できていない現状あり。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
その他のサービス機関（医療機関、訪問看

護、福祉用具等の他事業所）との会議を行っ

ていますか？ 
4 1 1 6 12 

② 
自治体や地域包括支援センターとの会議に

参加していますか？ 

 
3 1  8 12 

③ 
地域の各種機関・団体（自治会、町内会、婦

人会、消防団等）の活動やイベントに参加し

ていますか？ 
3 6 1 2 12 

④ 
登録者以外の高齢者や子ども等の地域住民

が事業所を訪れますか？ 

 
3 5 2 2 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・運営推進会議には、毎回月替わりで 2名づつ参加。 

・サービス機関との会議に参加できない場合でも電話や FAX を活用して情報提供を行なうこと。 

・プラザの地域交流スペースを活用し、居宅連絡会や民児協の会、その他居宅連絡会や福生在宅ケア連携

の会等に、管理者とケアマネージャーが参加。地域清掃や公民館祭り、クローバー保育園との交流を例年

通り企画開催。 

＞上記改善計画及び①～④を意識して実践できたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・各種会議や各種イベントへ参加・参画できる工夫を実践しているが、一部職員が参加できていない。 

＞勤務などの調整不足にて一部職員が推進会議や各種イベントへ参加できていない現状にある（休日での

イベント参加もあり）。年度末までに全員が参加できるよう調整していく必要あり。各種会議など管理者、

ケアマネの役割という認識がまだあるため。その他、会議などは参加したい等の意思表示がない。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜修正＞ 

①運営推進会議に現場職員が参加し、自己紹介や各種発表（イベント担当等の関わったことなど）、皆様

の意見・要望を聞く。不参加の場合は、会議録や資料を確認し情報を共有する。 

②プラザにて地域住民が参加できるイベント（研修会、行事、各種活動など）を企画開催する。 

③地域活動班が中心となり、①②に関して全員が参加・参画できる工夫を行なう（事業所掲示板（相談室）

に掲載、各職員へ随時説明、声掛け）。 
 
 

事－⑥ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ７．運営 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
1 人 8 人 1 人 2 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①運営推進会議に事業所職員が参加（月替わり）し地域の方の意見を聞く。翌日に会議内容の重要な点を

朝礼にて伝達および会議録や資料を確認し職員間共有する。検討事項があれば職場会で話し合う。 

②プラザにて地域住民と協働できるイベント（研修会、行事、各種活動など）を企画開催する。 

③地域活動班が中心となり、①②に関して全員が参加・参画できる工夫を行なう（事業所掲示板（相談室）

に掲載、各職員へ随時説明、声掛け）。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」9 人/12 名：75％ 

①運営推進会議には、毎回月替わりで 2名づつ参加。残りの会議にて全職員参加できるよう調整見込み。

ただし、始めの挨拶のみ。翌日に会議内容の重要な点を朝礼にて伝達は出来なかったが、会議録や資料に

関しては全体発信し、職員間共有できた（月により波あり）。②居宅連絡会、民児協の会、５周年記念餅つ

き開催。③勤務などの調整不足、地域活動班の啓発不足にて、一部職員が推進会議や各種イベントへ参加

できていない現状あり。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
事業所のあり方について、職員として意見

を言うことができていますか？ 4 1 5 2 12 

② 
利用者、家族・介護者からの意見や苦情を運

営に反映していますか？ 2 7 2 1 12 

③ 
地域の方からの意見や苦情を運営に反映し

ていますか？ 1 7 2 2 12 

④ 
地域に必要とされる拠点であるために、積

極的に地域と協働した取組みを行っていま

すか？ 
3 5 1 3 12 

 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・家族の意見はこちらから積極的に聴き、改善できるよう努めることができた。・小規模多機能の役割につ

いて、必要に応じて他の職員へ話をすることができた職員もいる。・地域を巻き込んで各種行事を計画する

こと（もちつき）。・（小さいことではあるが）回覧板を受け取る際のコミュニケーションや、送迎時等地域

の方に出会うことがあれば笑顔で挨拶。・運営推進会議での意見等は積極的に取り入れること。 

＞上記改善計画及び①～④を意識して実践できたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・推進会議や各種イベントへ参加・参画できる工夫を実践しているが、一部職員が参加できていない。 

＞勤務などの調整不足にて一部職員が推進会議や各種イベントへ参加できていない現状にある。年度末ま

でに全員が参加できるよう調整していく必要あり。 

・事業所のあり方についての個人的な意見の発言ができない職員もいる。 

＞まだ事業所についての理解が足りていない、自信を持てていないため、積極的に行動に起こせないため。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜修正＞ 

①運営推進会議に現場職員が参加し、自己紹介や各種発表（イベント担当等の関わったことなど）、皆様

の意見・要望を聞く。不参加の場合は、会議録や資料を確認し情報を共有する。 

②プラザにて地域住民が参加できるイベント（研修会、行事、各種活動など）を企画開催する。 

③地域活動班が中心となり、①②に関して全員が参加・参画できる工夫を行なう（事業所掲示板（相談室）

に掲載、各職員へ随時説明、声掛け）。 
 

 

事－⑦ 



 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ８．質を向上するための取組み 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 
人 4 人 4 人 4 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①各職員が年間参加研修計画を立案。各職員がｽｹｼﾞｭｰﾙ管理（随時修正や調整含む）をし年間を通じて研修

に参加する。 

②地域連絡会（ふくいけ在宅ケア連携の会など）に現場の職員も可能な限り参加する。参加できなければ、

会の内容を議事録や資料から収集する。 

③ヒヤリハット報告書を職員一人当たり 1～2 ヶ月に 1 枚以上提出する。ＫＹＴ訓練を 2 ヶ月に１回実施

する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」4 人/12 名：33.3％ 

①各職員が年間参加研修計画を立案し年間を通じて研修に概ね参加できている（職員により波あり）。②昨

年同様に管理者・ケアマネ中心となった。会の内容を議事録や資料から収集できた職員もあり（職員によ

り波あり）。③ヒヤリハット報告書を 1～2ヶ月に 1枚以上提出できなかった割合が多くあり。ＫＹＴ訓練

は現状１回開催のみにとどまっている。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
研修（職場内・職場外）を実施・参加してい

ますか 
1 8 2 1 12 

② 
資格取得やスキルアップのための研修に参

加できていますか 
2 5 5  12 

③ 地域連絡会に参加していますか 
 2 2  8 12 

④ リスクマネジメントに取組んでいますか 2 6 4  12 
 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・各職員が年間参加研修計画を立案し年間を通じて研修に参加。・地域連絡会に管理者・ケアマネージャー

が参加（不参加であれば議事録を確認）・目標数のヒヤリハット報告書を提出できている職員もいる。 

・資格取得のための勉強を行うこと。 

＞上記改善計画及び①～④を意識して実践できたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・現場職員が、地域連絡会（ふくいけ在宅ケア連携の会など）に参加できていない。 

・ＫＹＴ訓練が１回のみにとどまっている。 

・目標数のヒヤリハット報告書を提出できなかった職員もいる。 

＞業務に追われ、職員個々や各種担当者による調整不足。地域連絡会等は事業所長、ケアマネの役割とい

う認識がある。（参加したい等の意思表示がない）意識の差があったため。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜修正＞ 

①各職員が年間参加研修計画を立案。各職員がｽｹｼﾞｭｰﾙ管理（随時修正や調整含む）をし年間を通じて研

修に参加する。 

②地域連絡会（ふくいけ在宅ケア連携の会など）に現場の職員も可能な限り参加する。参加できなければ、

会の内容を議事録や資料から収集する。 

③ヒヤリハット報告書を職員一人当たり 3 ヶ月に 1 枚以上提出する。ＫＹＴ訓練を 3 ヶ月に１回実施す

る。 

事－⑧ 



 

 

 

事業所自己評価・ミーティング様式 
 

 
実施

日 
令和 7年 12 月 29 日（17：45～19：00） 

 

 

  ９．人権・プライバシー 
 

 ﾒﾝﾊﾞｰ 
福島、名和川、仲田、岡田、佐藤、小谷、島津、

嶋田、（欠席）横田、足岡、山足、原 
 

◆前回の改善計画に対する取組み状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

⓪ 
前回の課題について取り組めましたか？ 

 

 

 2 人 2 人 8 人 12 人 

 

前回の改善計画  

①事業所にて、成年後見制度について研修会を企画し開催する。 

②成年後見制度活用のご利用者がいれば、ケアマネージャーが発信し、カルテ（見開きの概要ページ）か

ら情報収集する。必要に応じて、職場会等にて制度活用が必要な理由を説明する。 

前回の改善計画に対する取組み結果 「できている」2 人/12 名：16.7％ 

①研修計画を立案していたが、開催に至らず（※1月開催予定）。 

②今年度は活用者なし。職場会等にて制度活用が必要な理由を説明できていない。 
 

◆今回の自己評価の状況 

個人チェック集計欄 
よく 

できている 

なんとか 

できている 

あまり 

できていない 

ほとんど 

できていない 
合計（総人数） 

① 
身体拘束をしていない 

 9 3   12 

② 
虐待は行われていない 

 11 1   12 

③ 
プライバシーが守られている 

 4 7 1  12 

④ 必要な方に成年後見制度を活用している  3 2 7 12 

⑤ 適正な個人情報の管理ができている 6 5 1  12 
 

できている点 200 字程度で、できていることと、その理由（＞）を記入すること 

・明らかな身体拘束、個人情報の流出、虐待事案はなし。入浴や排泄時は個室対応であり、ドアを閉める

など実践しプライバシー保護。・日々の個人情報保護、定期的な身体拘束適正化小委員会の実施。 

＞倫理委員の発信や適宜アンケート実施にて、意識高めることができたため。 
 

できていない点 200 字以内で、できていないことと、その理由（＞）を記入すること 

・研修計画を立案していたが、開催に至らず（※1 月開催予定）。現状、成年後見制度の活用者なし。・業

務上のコミュニケーションを大きな声で行なっていた。「ちょっと待って。」などの言葉による拘束をして

しまうことがあった。フロアでトイレに案内する際に、「トイレに行きますか」「こっちですよ」と大きな

声で言ってしまう事がある。・デスクを離れる時に PCの画面は消しているが個人情報が特定できる書類を

置いたままのことがある。 

＞職員個々により意識の差ができてしまったため。成年後見制度に関しては、活用する利用者がいない為、

早急に必要な知識ではないと思ってしまっているため（個々の学習意欲・意識）。 
 

次回までの具体的な改善計画 （200 字以内） 

＜追加・修正＞ 

①事業所にて、成年後見制度について研修会を企画し開催する（上半期に企画・開催）。 

②各利用者に応じたコミュニケーションの工夫（耳元で話し声量を抑える。その他、非言語的コミュニケ

ーション）や、職員間連携での工夫（コミュニケーション時の距離感に配慮）を実践し、プライバシー保

護に努める。 

 
 

事－⑨ 


